
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度「立志式」を行いました  三次中 

 ２月３日（月）、三次ふれあい会館にて、令和６年度立志式を行いました。３年生一人一人が、

自分を見つめ、将来への夢や希望を抱き、志を立て、決意を述べることを通して、自分の意思と責

任において進路を選択・決定する力を伸ばすとともに、将来の生き方についての意識と行動を高め

ことを目的としています。 

式には、保護者をみなさんはじめ、３年生の学びに関わってくださってきた学校運営協議会の皆

様、河小学校・三次小学校の６年生にも参加していただきました。まず、３年生を代表して４名の

生徒が、「私の将来」「大切にしたいこと」などのテーマで、自分の経験から学んだことやこれから

どのように生きていくか、人としてどうあるべきか等、自分の決意を発表しました。そして、３年

生生徒全員が、自分の将来への思いを表す言葉を色紙に書き、発表しました。一人一人の言葉に込

めた思いに、自己の将来に臨む決意と覚悟が見え、とても立派な姿を披露してくれました。 

 ３年生の発表に続いては、三次市教育委員会教育部次長 豊田 庄吾 様から、「自分と三次の未来

をつくる」と題し、御講演をいただきました。自分の生き方をどうとらえるのか、地域の一員とし

て地域の将来を担うことの大切さなどについてお話をいただきました。生徒にとって自らの今と将

来を考える貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の感想より】 

・立志式を見て、「自分は３年生になった時、こんな３年生になれているのか」と不安にもなりましたが、同

時に、「自分たちの先輩はこんなにすごいのか」と改めて思えました。それほど、今回の立志式に背中を押

されました。 

・自分も３年生になったら立志式に出るんだという思いで３年生の発表を聞きました。４人の作文の発表で

は、その内容に感動しました。また、一人一人の指針を表す言葉では、自分を動かす意味がしっかりと込

められていてとても心に沁みました。 

・３年生の生き方についての意気込みを聞くことができました。これまでに学んだことを通して自分が感じ

たこと、身に付けることができた力を堂々と話す３年生の姿は、これからへの準備や心構えができている

のだと感じました。 

・豊田さんのお話を聞いて、失敗がたくさんあっても、その努力や気持ちがどこかで繋がり、必ず自分の目

標に連れて行ってくれるんだとわかりました。 

・豊田さんのお話から、自分の意思や考えを持つことは大切だけど、他人と関わり、たくさんのことを経験

していくことで、自分というものがつくられていくんだと思いました。 

・豊田さんから「いい学校」とはと聞かれて、誰でも楽しく切磋琢磨できる学校にしていきたいと思いまし

た。そんな学校なら、互いに困ったことがあったら相談できる人がいたり、勉強や部活動で互いに協力し

たり競ったりして自分を磨き上げることができると思ったからです。 
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～地域ボランティアの皆さんとの「ぐんぐん学習」スタート～河内小 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  図書館整備には、三次図書館 花房さん・きりこ 

ちゃんチームの皆さん、保護者の皆様が、協力して 

くださっています。３学期は、たくさん本を読んで 

ほしいとの願いを込めて一言メッセージもいただき 

ました。 

 図書室では、給食準備時間に LTS（ランチタイム・ 

スタディー）にも取り組んでいます。子ども達は、 

担任の声がけや自分の苦手に挑戦しようと集中して 

取り組んでいます。LTSには、「きりこちゃんチー 

ム」の皆さんに加えて、民生・児童委員の皆さんも

おいでくださっています。「がんばったね。」「できたね。」「すごいよ。」と声をかけていただ

くと、子ども達は、ニッコリ笑顔。「ありがとうございました‼」と教室に帰ります。様々に

子ども達を支え・見守っていただき、ありがとうございます。 

図書館整備・LTS（ランチタイム・スタディ）力をいただいています 三次小 

 

コミュニティ・スクール活動の新たな取組として，３学期から「地域ボランティア」の

方々に放課後に学校に来ていただき，低学年が算数の学習を中心に見てもらっています。

題して「ぐんぐん学習」です。主には，足し算や引き算，かけ算の計算カードを使っての

学習を一緒にしていただいています。子ども達が意欲をもって頑張れるように，ほめた

り、励ましたりしながらかかわっていただき，子ども達もボランティアさんとの学習をと

ても楽しみにしていて，やる気満々です。子ども達の大きな力になっていただきありがと

うございます。 

 

「よく頑張っているよ。」

「あともうちょっとでク

リアするね！」 

「計算のスピードがはやく

なってきたよ！すごい！」 

本は楽しいよ！ 

本を読むことでいろいろなことを学
ぶことができるので、ぜひよんでく
ださい。 


